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脱炭素事業に関する村民説明会 藤澤村長の挨拶 

 

 皆さん、こんばんは。 

 本日は、一日のお仕事などでお疲れのところ、「脱炭素事業に関する村民説明

会」にご参加いただきありがとうございます。 

 日頃はそれぞれの立場で村政運営に対して、ご理解とご協力をいただいてい

ますことに感謝を申し上げる次第でございます。 

 

 さて、昨今の地球温暖化に起因する異常気象により、世界各地で災害が激甚化、

頻発化しており、気候変動は今や人類共通の課題となっております。 

地球温暖化は、化石燃料の大量消費により、大気中の温室効果ガス（主に二酸

化炭素）が増加し、太陽光で暖められた地球の熱が、宇宙に逃げにくくなること

が原因で起きております。 

 

このままでは、２１００ 年頃には、長野県内も最大で ６.７℃の気温上昇が

予測されており、この気候危機ともいえる非常事態を突破するキーワードが「２

０５０カーボンニュートラル」であります。 

２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることで、世界各地にお

ける海面上昇や気象災害で、生命の危機に直面する人口を大きく減らすことが

できるとされております。  

 

そこで当村でも、昨年度「生坂村ゼロカーボン推進プロジェクト会議」を設置

し、毎月会議を開催して、生坂村がゼロカーボンに向けてどの様に取り組むべき

かなど、様々な検討協議を進めてまいりました。 

そういう中、昨年６月１６日には「生坂村ゼロカーボンシティ宣言」を行い、

２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すことを宣言いたしました。 

 

また、昨年７月には「地域脱炭素実現に向けた再エネの最大限導入のための計

画づくり支援事業」に採択され、有識者で構成しました「生坂村脱炭素ロードマ

ップ検討委員会」も立ち上げ、同時に検討協議を進めてまいりました。 
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そして、生坂村脱炭素ロードマップを策定するためと、脱炭素先行地域づくり

事業に申請するために、昨年１２月に村民アンケートをお願いし、ゼロカーボン

の検討内容につきましては、議会全員協議会、区長会議、ゼロカーボンフォーラ

ム、ゼロカーボン文化講演会、各区の総会、広報いくさか等で報告や説明をして

まいりました。 

その結果、２月１７日には環境省へ「脱炭素先行地域づくり事業」を申請し、

２月末には「生坂村脱炭素ロードマップ」を策定したところでございます。 

そして、４月２８日に第３回の脱炭素先行地域に選定されまして、６月７日に

は、その選定証を西村環境大臣から私が授与されたところでございます。 

また、議会６月定例会において、脱炭素先行地域づくり事業の調査、設計、普

及啓発、執行事務費などを計上し、ご採択いただきまして、今回の村民説明会を

開催する運びとなりました。 

 この事業によりまして、ゼロカーボンに向けて積極的に取り組むことにより、

生坂村の経済を活性化させるとともに、再生可能エネルギーの導入により、産業

と雇用を創出し、村民の生活と地域のレジリエンスの向上を目指してまいりま

す。 

 併せて、引き続き、ゼロカーボンを活用した地域づくりと村民の皆さんへの脱

炭素型ライフスタイルの定着を目指して、いくさか『創造の森』プロジェクトも

進めてまいります。 

 

 この説明会は、全戸に配布しました「つなぐ、まもる、めぐる生坂、サステナ

ブル農山村モデルの構築を目指して」という冊子を中心に説明させていただき

まして、皆さんの忌憚のないご意見、ご要望の把握に努め、これから具体的に詳

細な設計等を作成するために、反映できる範囲で取り入れていきたいと考えて

おります。 

 そして、来年度から実施します計画等が具体的に作成できます来年の１月か

ら２月にかけましても、この村民説明会を開催させていただきたいと思います。 

 当事業は、村民の皆さんのご理解とご協力がなければ成し遂げることは困難

でありますので、本日は、忌憚のないご意見、ご質問をお願いしまして挨拶とさ

せていただきます。 


